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１ 
本
島 

 

本
島
は
、
昭
和
九
年
に
国
立
公
園
と
し
て
第
一
次
指
定

を
受
け
た
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の
中
に
あ
り
、
政
治
、
経

済
的
に
も
備
讃
地
域
に
点
在
す
る
塩
飽
諸
島
の
中
心
の
島

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

塩
飽
島
の
名
前
が
史
料
に
あ
ら
わ
れ
始
め
る
の
は
平
安

時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
で
、
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）

に
は
、
摂
関
家
の
藤
原
忠
通

た
だ
み
ち

の
荘
園
と
さ
れ
、
年
貢
と
し

て
塩
二
石
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
塩
づ
く
り
を
主

な
生
業
に
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

戦
国
の
世
が
到
来
す
る
と
塩
飽
は
水
軍
と
し
て
注
目
を
集

本島港 
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め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
本
州
と
四
国
が
最
も
接
近
す
る
備
讃
瀬
戸
を
占
め
て
い
た
こ
と
、
伊
予
や
安
芸

よ
り
畿
内
に
近
い
と
い
う
有
利
な
条
件
も
あ
り
、
新
興
勢
力
の
織
田
信
長
は
い
ち
早
く
塩
飽
を
味
方
に
つ

け
、
豊
臣
秀
吉
も
そ
の
政
策
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
さ
ら
に
四
国
征
伐
、
九
州
征
伐
、
小
田
原
征
伐
の
際

に
功
を
挙
げ
た
こ
と
か
ら
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
は
六
五
〇
人
の
船
方
に
塩
飽
諸
島
一
二
五
〇

石
の
領
有
権
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
特
別
の
身
分
を
得
た
御
用
船
方
の
こ
と
を
「
人

に
ん

名
み
ょ
う

」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
り
、
こ
の
人
名
か
ら
選
出
さ
れ
た
四
人
が
「
年
寄
」
と
し
て
政
治
を
担
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
入
っ

て
も
天
領
と
し
て
人
名
の
自
治
は
続
き
、
御
用

ご

よ

う

加
子

か

こ

（
水
夫
）
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
ま
し
た
。 

幕
末
に
は
、
そ
の
磨
き
上
げ
ら
れ
た
操
船
技
術
に
よ
り
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
咸
臨
丸
が
日
本

の
軍
艦
と
し
て
初
め
て
太
平
洋
を
横
断
し
た
際
も
乗
組
員
に
多
く
の
塩
飽
出
身
者
が
い
ま
し
た
（
水
夫
五

十
人
の
う
ち
塩
飽
出
身
が
三
十
五
人
）
。
ま
た
、
水
軍
、
御
用
船
方
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
江
戸
時
代

か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
讃
岐
、
備
前
、
備
中
を
中
心
に
数
多
く
の
建
造
物
を
手
掛
け
た
塩
飽
大
工
の

存
在
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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こ
の
よ
う
に
本
島
は
、
年
寄
が
政
務
を
執
っ
た
塩
飽
勤
番
所
を
は
じ
め
、
歴
史
、
文
化
財
の
宝
庫
と
し

て
も
見
ど
こ
ろ
の
多
い
島
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
開
催
地
と
し
て

も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。 

 

２ 

塩
飽
勤
番
所
跡 

史
跡 

塩
飽
勤
番
所
跡
は
、
人
名
と
称
す
る
船
方
六
五
〇
人
が
領
有

す
る
塩
飽
全
島
の
政
務
を
執
り
行
っ
て
い
た
場
所
で
す
。
元
々
は
、
人

名
の
う
ち
四
人
の
年
寄
が
交
代
で
自
宅
に
領
知
所
有
の
朱
印
状
を
保
管

し
、
交
代
で
政
務
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
島
治
改
革
を
機

に
、
今
ま
で
の
年
寄
は
罷
免
と
な
り
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
勤

番
所
を
新
築
し
た
後
、
こ
こ
に
人
名
の
中
か
ら
入
札

い
れ
ふ
だ

（
選
挙
）
で
選
ば

れ
た
新
た
な
三
人
の
年
寄
が
交
代
で
政
務
を
執
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 
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現
在
の
建
物
は
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
改
築
さ
れ
た
も

の
で
、
明
治
以
降
は
村
役
場
、
丸
亀
市
役
所
本
島
支
所
と
し
て
昭

和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
三
月
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

史
跡
指
定
後
の
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
修
理
工
事
が
行

わ
れ
、
以
後
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
規
模
で
あ
り
な
が

ら
藩
と
同
等
の
機
能
を
持
つ
政
所
で
あ
り
、
現
存
す
る
勤
番
所
は

全
国
で
塩
飽
勤
番
所
跡
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
島
観
光
の
中

心
地
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

正
面
の
南
側
に
長
屋
門
が
あ
り
、
他
の
三
方
は
そ
れ
ぞ
れ
約
四

十
二
メ
ー
ト
ル
の
土
塀
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
長
屋
門
を
く
ぐ
る

と
、
敷
地
正
面
に
式
台
の
つ
い
た
主
屋
が
あ
り
、
控
え
の
間
、
政

務
の
間
、
表
座
敷
、
奥
座
敷
、
台
所
な
ど
の
部
屋
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。
離
れ
の
座
敷
が
年
寄
の
詰
所
で
、
西
側
の
土
蔵
に
朱
印
状

な
ど
を
石
櫃
に
入
れ
て
保
管
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
長
屋
門
の
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両
脇
に
は
供
部
屋
、
番
人
部
屋
な
ど
の
付
属
建
物
が
あ
り
ま
す
。
建
物
内
部
に
は
様
々
な
史
料
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、
信
長
、
秀
吉
、
秀
次
、
家
康
、
秀
忠
の
朱
印
状
や
領
知
安
堵
の
沙
汰
状
（
塩
飽
文
書
）
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
幕
末
に
ア
メ
リ
カ
へ
渡
航
し
た
咸
臨
丸
の
乗
船
員
が
持
ち
帰
っ
た
品
々
や

寺
山
経
塚
の
出
土
品
な
ど
も
あ
り
ま
す
。 

 

３ 

長
徳
寺
の
モ
ッ
コ
ク 

 

長
徳
寺
は
、
長
徳
年
間
（
九
九
五
～
九
九
八
）
創
建
と
伝
わ
る

古
刹
で
、
本
尊
は
寄
木
造
り
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
で
す
。 

 

丸
亀
市
指
定
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
モ
ッ
コ
ク
は
、
長
徳
寺
の

山
門
を
入
っ
た
す
ぐ
左
手
に
あ
り
、
胸
高
幹
囲
（
※
）
は
三
・
四

メ
ー
ト
ル
、
地
上
一
・
五
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
で
幹
が
二
本
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
幹
は
上
部
で
更
に
多
く
の
枝
に
分
か

れ
て
お
り
、
枝
葉
は
お
よ
そ
十
四
～
十
五
メ
ー
ト
ル
四
方
に
広
が
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っ
て
い
ま
す
。
一
本
立
ち
の
た
め
樹
形
は
整
っ
て
お
り
、
樹
高
よ
り
も
枝
張
り
が
広
い
独
特
な
形
を
し
て

い
ま
す
。
樹
高
は
約
九
メ
ー
ト
ル
で
、
樹
齢
は
四
五
〇
年
以
上
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

長
徳
寺
の
モ
ッ
コ
ク
は
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
に
四
国
新
聞
社
が
創
刊
九
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
香
川
県
内
で
五
十
本
を
選
定
し
た
「
ふ
る
さ
と
の
名
木
」
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、「
香
川
の
保

存
木
」
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

★
モ
ッ
コ
ク
…
ツ
バ
キ
科
の
常
緑
高
木
で
、
暖
地
の
沿
岸
部
に
多
く
自
生
す
る 

※
胸
高
幹
囲
…
地
上
一
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
幹
の
周
囲 

 

４ 

笠
島
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区 

 

本
島
町
笠
島
は
、
島
の
北
東
端
に
位
置
し
、
北
側
に
港
が
開
け
、
残
る
三
方
は
東
山
・
光

こ
う

厳
ご
ん

寺 じ

山
・
西

山
と
い
う
丘
陵
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
港
町
で
、
城
下
町
の
要
素
を
持
つ
集
落
と
し
て
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
港
は
、
塩
飽
諸
島
の
中
で
も
最
良
の
も
の
と
さ
れ
、
中
世
以
来
、
塩
飽
水
軍
や
塩
飽
廻
船
の
本
拠
地

と
し
て
繁
栄
し
、
瀬
戸
内
海
を
航
行
す
る
船
の
停
泊
地
や
修
理
場
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。 
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集
落
内
に
は
狭
い
通
路
が
網
の
目
の
よ
う
に
通
り
、
あ
る
も
の
は
湾
曲
し
、

ま
た
あ
る
も
の
は
Ｔ
字
型
や
十
字
型
に
交
差
し
、
道
路
幅
も
違
っ
て
見
通
し

が
効
か
な
い
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
集
落
の
東
寄
り
を
南
北

に
走
る
道
が
東
小
路

と
う
し
ょ
う
じ

、
こ
れ
と
直
角
に
海
岸
と
ほ
ぼ
平
行
し
て
弓
な
り
に
伸

び
る
道
を
マ
ッ
チ
ョ
通
り
（
町
通
り
の
転
訛
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

通
り
に
面
し
て
本
瓦
葺
で
格
子
構
え
に
虫
籠
窓
を
設
け
た
町
屋
形
式
の
建
物

が
並
び
、
歴
史
的
な
町
並
み
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
通
路
、
町
屋
建
築
以
外

に
も
集
落
の
周
辺
に
配
置
さ
れ
た
寺
社
な
ど
、
歴
史
的
景
観
が
よ
く
残
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
周
囲
の
丘
陵
部
を
含
め
た
約
十
三
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
昭

和
六
十
年
に
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

建
物
の
特
徴
は
、
本
瓦
葺
の
ツ
シ
二
階
建
（
中
二
階
）、
上
階
を
塗
屋
と
し
、

虫
籠
窓
や
格
子
窓
を
設
け
、
下
階
は
腰
格
子
付
き
雨
戸
構
え
と
出
格
子
を
組

み
合
わ
せ
た
表
構
え
の
町
屋
建
築
が
中
心
で
す
。
ほ
と
ん
ど
は
平
入
り
で
、

花
崗
岩
の
切
石
の
上
に
港
に
背
を
向
け
て
建
ち
、
通
路
に
面
し
て
は
切
妻
屋
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根
、
交
差
点
に
は
方
入
母
屋
、
入
母
屋
屋
根
の
建
物
が
配
さ
れ
、
ナ
マ
コ
壁
の
あ
る
建
物
や
土
塀
を
巡
ら

し
た
農
家
風
の
建
物
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
坂
道
に
沿
う
建
物
は
、
高
く
積
ん
だ
切
り
石
を
基
礎
と
し

て
い
ま
す
。 

 

玄
関
を
入
る
と
ニ
ワ
と
呼
ば
れ
る
土
間
が
あ
り
、
奥
に
は
竃
神
を
祀
る
大
釜
と
普
段
使
用
す
る
か
ま
ど

を
持
つ
カ
マ
バ
が
あ
り
、
通
り
に
面
し
た
表
側
に
オ
イ
エ
と
ザ
シ
キ
を
並
べ
、
背
後
に
ダ
イ
ド
コ
ロ
と
ナ

ン
ド
を
配
し
た
田
の
字
型
四
間
取
り
を
基
本
と
し
ま
す
。 

ま
た
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
は
、
昭
和
五
十
年
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ
っ
て
発
足
し
た

制
度
で
、
城
下
町
、
宿
場
町
、
門
前
町
な
ど
全
国
各
地
の
歴
史
的
な
集
落
・
町
並
み
の
保
存
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
市
町
村
の
申
出
を
受
け
て
、
特
に
価
値
が
高
い
と
国
が
判
断
し
た
も

の
が
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
す
。
香
川
県
内
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
は
、
こ
の
笠
島
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
は
、
四
国
に
は
合
計
八
地
区
、
全
国
に
は
四
十
三
都
道
府
県
百
市
町
村
百
二
十
地
区
あ
り
ま
す
（
令
和

元
年
十
二
月
二
十
三
日
現
在
）。 

 



9 

 
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
基
準 

（
昭
和
五
十
年
十
一
月
二
十
日
文
部
省
告
示
第
百
五
十
七
号
） 

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
形
成
し
て
い
る
区
域
の
う
ち
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の 

(

一) 

伝
統
的
建
造
物
群
が
全
体
と
し
て
意
匠
的
に
優
秀
な
も
の 

(

二) 

伝
統
的
建
造
物
群
及
び
地
割
が
よ
く
旧
態
を
保
持
し
て
い
る
も
の 

(

三) 

伝
統
的
建
造
物
群
及
び
そ
の
周
囲
の
環
境
が
地
域
的
特
色
を
顕
著
に
示
し
て
い
る
も
の 

※
笠
島
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
基
準
は
（
三
）
。 

 

★
笠
島
ま
ち
並
保
存
セ
ン
タ
ー 

塩
飽
諸
島
を
統
治
す
る
年
寄
を
務
め
た
家
柄
で
あ
っ
た
眞
木
家
の
邸
宅

で
、
江
戸
期
の
建
物
で
す
。
昭
和
六
十
三
年
に
笠
島
ま
ち
並
み
保
存
セ
ン
タ

ー
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
、
観
光
案
内
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
土
産
物
等
の

販
売
も
し
て
い
ま
す
。 
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・
開
館
時
間 

午
前
九
時
～
午
後
四
時 

・
休
館
日 

 

月
曜
日 

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館
。 

※
十
二
月
二
十
九
日
～
一
月
三
日
は
休
館
。 

※
一
月
四
日
～
二
月
末
日
は
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
休
日
の
み
開
館
）

 

・
観
覧
料 

 

大
人 

二
百
円
、
小
人 

百
円 

 

★
吉
田
邸 

 

吉
田
邸
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
塩
飽
大
工
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
邸
宅
で
、
外
装
の
み
な
ら

ず
内
装
も
非
常
に
贅
が
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
縁
側
の
廊
下
に
は
長
さ
十
二
メ
ー
ト
ル
も
の
節
の
な
い
杉

の
丸
太
材
、
刀
の
鍔

つ
ば

を
は
め
込
ん
だ
欄
間
、
ホ
コ
リ
が
溜
ま
り
に
く
い
よ
う
に
僅
か
に
斜
め
に
建
具
を
組

ん
だ
「
塵
落
と
し
」
な
ど
、
細
部
に
ま
で
塩
飽
大
工
の
手
仕
事
が
光
っ
て
お
り
見
ど
こ
ろ
は
尽
き
ま
せ
ん
。 
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ま
た
、
細
密
な
動
植
物
画
で
知
ら
れ
る
江
戸
時
代
中
期
の
作
家
、
伊
藤

若
冲
が
鶏
を
題
材
に
し
て
描
い
た
墨
画
の
掛
け
軸
が
床
の
間
に
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。
県
内
の
伊
藤
若
冲
の
作
品
は
、
金
刀
比
羅
宮
の
「
百
花
図
（
花
丸

図
）」
も
有
名
で
す
が
、
県
内
の
み
な
ら
ず
四
国
で
伊
藤
若
冲
の
絵
が
発
見

さ
れ
る
の
は
珍
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

・
見
学
可
能
日
時
…
要
予
約 

・
入
場
料
…
大
人 

三
百
円
、
小
人 

二
百
円 

  
 

５ 

東
光
寺 

 

東
光
寺
の
あ
る
甲
生

こ
う
し
ょ
う

地
区
は
昔
、
藤
原
氏
の
荘
園
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
藤
原
氏
の
支
援
の
も
と
建
立

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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東
光
寺
の
本
尊
で
あ
る
木
造
薬
師
如
来
像
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
ヒ
ノ
キ
の
寄
木
造
、
像
の
高
さ
は
約
一
四
五
・
二
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
。
顔
は
ふ
っ
く
ら
と
優
雅
で
、
水
の
流
れ
る
よ
う
な
美
し
い
流

紋
な
ど
が
特
徴
で
、
藤
原
時
代
に
都
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
四

年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
同
三
十
七
年
に
修
復
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
尊
の
両
脇
侍
と
し
て
木
造
不
動
明
王
像
と
毘
沙
門
天
の
二
体
の
立
像
が

あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
中
期
の
も
の
で
丸
亀
市
指
定
文
化
財
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

６ 

年
寄
宮
本
家
の
墓 

宮
本
家
は
、
古
く
か
ら
塩
飽
の
豪
族
で
、
近
世
に
は
一
族
が
塩
飽
諸
島
を
治
め
る
年
寄
役
を
務
め
ま
し

た
。
供
養
墓
の
十
基
の
う
ち
、
右
か
ら
四
番
目
の
最
大
の
も
の
が
、
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
二
月
の
彼

岸
に
建
て
ら
れ
た
宮
本
伝
太
夫
道
意
の
逆
修
塔
（
生
前
に
死
後
の
冥
福
を
祈
り
建
て
る
供
養
塔
）
で
、
高

さ
三
・
〇
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。 
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７ 

木 こ

烏
が
ら
す

神
社 

遠
く
神
代
の
昔
、
讃
岐
の
国
造
で
あ
っ
た
日
本
武
尊

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

が
、
こ
の
付
近
を
荒
ら

し
て
い
た
悪
魚
を
退
治
し
よ
う
と
深
い
霧
に
包
ま
れ
た
瀬
戸
内
海
を
渡
ろ
う
と

し
た
際
、
一
羽
の
烏
が
水
先
案
内
を
つ
と
め
ま
し
た
。
こ
の
烏
が
本
島
の
玄
関
口

で
あ
る
泊
港
の
近
く
に
木
烏
神
社
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
境
内
の
鳥
居
、
制

札
場
、
千
歳
座
が
丸
亀
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 ★
木
烏
神
社
鳥
居 

 

木
烏
神
社
の
正
面
に
、
海
に
向
か
っ
て
立
っ
て
い
る
鳥
居
は
、
寛
永
四
年
（
一

六
二
七
）
に
薩
摩
の
石
工
で
あ
る
紀

き
の

加
兵
衛

か

へ

え

と
地
元
の
石
工
た
ち
に
よ
っ
て
製
作

さ
れ
た
も
の
で
す
。
高
さ
は
四
・
五
メ
ー
ト
ル
で
花
崗
石
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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こ
の
鳥
居
は
、
笠
木
・
島
木
と
柱
に
特
徴
が
あ
り
、
笠
木
が
蕨
手

わ
ら
び
て

状
に
丸
く
盛
り
上
げ
、
両
端
に
早
蕨

さ
わ
ら
び

文

を
刻
ん
で
い
ま
す
（
普
通
の
鳥
居
の
笠
木
は
、
両
端
を
斜
め
又
は
垂
直
に
断
ち
切
る
）
。
ま
た
、
直
径
五
十

六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
短
径
五
十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
楕
円
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
鳥
居
全
体
と
し
て

は
高
さ
よ
り
横
幅
の
ほ
う
が
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。
笠
木
と
幅
の
狭
い
島
木
が
一
体
化
し
、
一
石
で
造
ら

れ
て
い
る
の
は
九
州
北
部
の
肥
前
型
鳥
居
と
同
じ
造
り
で
す
。
塩
飽
で
は
、
人
や
物
だ
け
で
は
な
く
文
化

の
交
流
も
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

★
千
歳
座

ち

と

せ

ざ 

 

本
殿
横
の
千
歳
座
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
建
て
ら
れ
た
入
母
屋
造
、

本
瓦
葺
の
芝
居
小
屋
で
、
全
国
で
特
に
重
要
な
舞
台
三
十
の
う
ち
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
興
行
の
時
は
、
拝
殿
を
楽
屋
と
し
て
利
用
し
、
神
社
の

境
内
が
観
覧
席
に
な
り
ま
す
。
以
前
は
、
木
烏
神
社
の
秋
祭
り
に
行
う
「
地 じ
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芝
居

し

ば

い

」
と
、
麦
の
収
穫
期
に
は
興
行
師
に
よ
る
「
麦
こ
な
し
芝
居
」
が
あ
り
ま
し

た
。
平
成
元
年
の
修
復
工
事
後
の
こ
け
ら
落
と
し
興
行
に
は
、
東
京
歌
舞
伎
の
往

年
の
名
優
で
あ
る
中
村
富
十
郎
、
澤
村
藤
十
郎
ら
が
舞
台
を
踏
ん
で
い
ま
す
。 

 

千
歳
座
は
、
間
口
十
七
・
四
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
八
・
三
メ
ー
ト
ル
で
東
面
し
、

総
面
積
は
百
二
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
中
央
に
は
、
直
径
七
・
九
メ
ー

ト
ル
の
皿
回
し
式
の
舞
台
が
あ
り
、
天
井
に
は
ぶ
ど
う
棚
、
上
手
・
下
手
に
大
臣

柱
（
脇
柱
）、
ち
ょ
ぼ
床
、
下
座
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
常
締
め
切
っ
て
い
ま

す
が
、
正
面
上
部
が
板
戸
、
下
部
が
「
ぶ
ち
ょ
う
」
と
呼
ば
れ
る
張
り
出
し
式
の
舞
台
に
な
っ
て
お
り
、

前
に
倒
す
と
十
・
九
メ
ー
ト
ル
の
突
き
出
し
舞
台
と
な
り
ま
す
。 

 

★
本
島
泊
制
札
場 

 

木
烏
神
社
境
内
の
制
札
場
は
、
江
戸
時
代
に
塩
飽
を
統
治
し
て
い
た
塩
飽
勤
番
所
か
ら
の
触
れ
書
、
掟

書
、
法
度
な
ど
を
掲
示
し
、
一
般
に
周
知
し
た
場
所
で
す
。
間
口
五
・
五
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
一
・
八
メ
ー

ト
ル
の
建
物
で
、
正
面
は
開
放
し
、
下
半
分
に
角
格
子
が
あ
り
、
奥
の
壁
に
掲
示
し
て
い
ま
し
た
。 
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「
塩
飽
諸
島
訳
手
鑑
」
に
よ
る
と
、
塩
飽
の
島
々
に
は
二
十
四
の
制
札
場
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き

ま
す
が
、
現
存
す
る
も
の
は
手
島
、
櫃
石
島
（
坂
出
市
）
そ
し
て
木
烏
神
社
境
内
の
三
か
所
だ
け
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
制
札
場
自
体
が
現
存
し
て
い
な
い
も
の
の
、「
札
場
」
と
い
う
屋
号
や
「
札
の
辻
」
と

い
う
地
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。 

  

【
参
考
文
献
等
】 

・
丸
亀
市
教
員
委
員
会
「
丸
亀
の
文
化
財
」
平
成
二
十
七
年 

・
塩
飽
大
工
顕
彰
会
「
い
ま
語
り
継
ぐ
先
人
た
ち
の
気
概
と
誇
り 

塩
飽
大
工
」
平
成
二
十
八
年 

・
香
川
県
の
歴
史
散
歩
編
集
委
員
会
「
新
版 

香
川
県
の
歴
史
散
歩
」
平
成
八
年 

・
丸
亀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

s://w
w

w
.c

ity.m
a
ru

g
a
m

e
.lg

.jp
 

・
本
島
観
光
案
内
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

://h
o
n
jim

a
.ju

sth
p
b
s.jp

 

  

 
 

http://honjima.justhpbs.jp/
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２月１６日（日）復路 

・フェリー 

本島（17:10 発）→丸亀（17:40 着） 

              

✿次回のふるさと探訪は… 

◎テ－マ：「あなたの知らない栗林公園」 

◎と き：令和２年３月２９日（日）午前 9時 30分～正午 

◎集合場所：栗林公園北門 

◎解散場所：栗林公園内（芝生広場） 

◎参加費：無料（別途入園料要 ※減免対象外の方のみ） 

◎講 師：木村 アンリさん（ラジオパーソナリティ） 

 

★アクセス 

【電車】 

JR 栗林公園北口から徒歩５分、ことでん栗林公園駅から徒歩１５分 

【バス】 

 栗林公園前バス停から徒歩１０分 

★注意 

・広報「たかまつ」３月１５日号に開催案内を掲載予定です。 

※お車でお越しの場合は、お近くの有料パーキングを御利用ください。 

・小雨決行。当日、警報が発令された場合は、中止とします。 

なお、中止かどうか御不明な場合、 

午前７時３０分～午前９時３０分に 

文化財課（TEL：087-839-2660）で 

お知らせします。 

電話が通じない場合は実施予定ですので、 

集合場所にお集まりください。 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大の防止のため、 
開催を予定しておりました下記のふるさと探訪は、 
中止とさせていただきます。 
 
・【中止】３月２９日（日）「あなたの知らない栗林公園」 
・【中止】令和２年４月のふるさと探訪 
 
令和２年５月以降のふるさと探訪の予定につきましては、 
本市ホームページ、創造都市推進局 Facebook 等にて随時更
新してまいりますので、御確認をお願いいたします 
 
※チラシも市役所本庁、各総合センター、支所、出張所等に 
設置予定です。 

ふるさと探訪ホームページ 高松市創造都市推進局 Facebook 



18 

   

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のある探訪としましょう。 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


